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2.2 大川の歴史と美崎 (図1) 
「大川ハ野洲川ノ支流ニシテ本大字東部水保境界ナル野洲川堤塘(ていとう)ヲ穿チ水ヲ引クニ石樋
ヲ以ラス其水西北ニ注ギ田野ヲ灌漑シツツ湖ニ入ル其延長拾七町三十間（約1.9ｋｍ）幅員上流ニ於テ


























































年度 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
人口 1238 1253 1284 1321 1368 1423 1436 1506 1563 1669 1757 1828 1894
世帯数 390 395 413 441 468 497 527 562 576 634 681 738 774
世帯あたりの
平均家族数













Prof. Khin Oo（Ms） 京都大学東南アジア研究所招へい
海外客員研究員（実践型地域研推進室所属） ミャンマー 
Yezin農業大学教授 （農業普及学）、Dr. Thin Thin Myat 
(Ms) 国際交流基金招へい研究員（実践型地域研究推進室所
属） ミャンマー Pyi大学地理学科講師（人文地理学）、
Mr. Somphanh Pasosouvang ラオス国立大学農学部副学
部長（東南アジア研究所国際共同研究プロジェクト受入） 
ラオス （農業普及学）、Mr. Yezer ブータン王立大学
Sherbteコレッジ社会科学部 部長（総合地球環境学研究所
高所プロジェクト受入） ブータン（計画地理学）、Ms.Myit 
















































日時 活動内容（実施場所） 参加者人数 備考 
4月 17日 水草の除去活動（中流部） 23人  
6月 26日 水草除去（上流部） 36人  















回答数 95  
10月 23日 水草の除去活動（全域） 40人  
10月 30日 環境学習会の開催（水質や魚類調査等） 70人  


















































































































 大川活用プロジェクトが農村開発アプローチとしてユニークな点は、以下のとおりである。  



































Kichiji YAJIMA, Kazuo ANDO, Yoshiaki YAGI, Kiyoshi ITO and Katsuyuki KIMURA,2012, 
Community Development through Collaboration with Local Residents, Academics and Local Government: 
“Ohkawa Practical Use Project” in Moriyama City, Japan (ヤンゴンでの国際会議 Sharing of Experiences to Cope 
with Environmental Problem and Sustainable Development で発表)。 
上甫木昭春 2009 『地域生態学からのまちづくり‐共生環境のマネジメント‐』学芸出版社。 
伊藤潔 2011 「大川の将来をともに考えていきましょう」『大川だより』No.1、大川活用プロジェクト。 
筈井亨 2011「大川の歴史~歴史を見つめて、将来を考えてみませんか~」『大川だより』No.2、大川活用プロジェクト。  
養父志乃夫 2009 『里地里山文化論 下‐循環型社会の暮らしと生態系‐』農山漁村文化協会。 







資料 2 環境学習会のまとめ 
◇学習の日       平成２３年１０月３０日 
◇学習の場所      美崎自治会館ひろば 










大  川 
（自治会館の横） 
琵 琶 湖 
（大川の沖） 
透 視 度 １０ｃｍ １２ｃｍ 100ｃｍ以上 
PH 
水素イオン濃度 
６．５ ６．３ ６．３ 
COD 
化学的酸素要求量 ８mg/L ８mg/L以上 １mg/L 
NO2―N 
亜硝酸態窒素 ０．７mg/L ０．５mg/L ０．３mg/L 
PO４-P 




  大川と野洲川の泥の中にすむ生き物の違いを調べて、環境の違いを確認する。 
 ○調査の結果 
  生き物の数が少なく、十分な調査ができなかった。 
◇魚の調査 
 ○調査の目的 
  大川にすむ魚をあらかじめ仕掛けておいた網でつかまえて調べる。 
 ○調査の結果 
  ギンブナ１匹、ブルーギル２匹、カムルチー（雷魚）１匹、カメ２匹 
出所）美崎自治会 








④大川は見苦しいと思う ⑤もといた魚に代わり外来魚が多い ⑥大川に興味がない 
２．自治会では守山市とともに大川の環境改善に取り組むことにしています。あなたは何から取り組む
べきと思われますか。当面大事と思われる順に１から３までの番号を記入してください。 










その他も含め、あなたの自由なご意見をお聞かせください。       出所） 美崎自治会 
 
 
